



　　　　　　　ノChildren's Adjustment and Development from Entering
Kindergarten to Class-Change:
　　　　　　　　　　　　　　　　ノTeacher's Viewpoints







































































































































































































































































































































































































































































旨劣篇 T1 T2 T3 T4
ラス ラス
前からいるので，年中にいることがほとんどだった。最初ばら B組にいることが多くなった。友だちと遊ぶことに楽しみを 幼稚園生活も長く，安定して通ってきてる。ゆりとばらを行き マイペースで，クラスが替わっても，自分で淡々と行く感じ。自






















クラスに目が向き始めているので，クラス内のかかわりを深 いろんな部分でしっかりしてきていて，豊かなので，どんどん うんと安定しているので，クラス変わっても落ち着いてやっ 今の調子で幼稚園生活をくれれば。みんなを引っ張れればそう
めていってもらえればいい。 クラスに持ってきてもらいたい。他の子に与えてほしい。いろ ていけるのでは。新しい友だちを作ってたくさん関わってく いう部分も出てくれれば。
んなことをみんなと楽しんでもらいたい。必要ななものを必 れれば（いいと思う）。身の回りも心配することがないので。願い 要な分だけ持っていってほしい。
今まで一緒のご近所さん，YH1と遊んでいることが多い。幼喜んで楽しいようで，良く食べてよく寝て。YK1と一緒にい楽しく過ごしてきたよう。毎日自分もしたい遊び，友だちがい H組さんのときからのYK1とクラスが分かれたが，ぼちぼち
稚園を楽しみにして通っている。剣を作ったりとか，自分のや る。遊びたい遊びがあるようで，そこに遊び始めているよう。 て，活動的に遊んでいた。ご飯食べたら、次遊び，何したら次遊 くらいで，クラスの中で遊んでいけた。くずれることなくこれ
りたい遊びを見つけて遊んでいる。体も動いてにこにこして 気の合う遊び，友だちができてきた。目的ができた。 びとかたかまってきている。作ってほしいとか，作ってほしい た。できるようになることが増えたのか，楽しいみたい。体を動様子 遊んでいる。 ものも出してきている。 かして，できなかったことができるようになったことの頑張り
がある。
特にない。 YH1と楽しみながら他の子を交えて遊べるようになれば。遊びの幅を広げてほしい。いろんな遊びに挑戦していくと，幅 楽しくやっているのでそんなにない。




































女の子に気持ちが向いていないし，男の子ともかかわりがな 大分クラス内に目が向いてきているので，友だちとの関わり 本人自身の不安定な部分が減って楽しいと思ってきてほしい。 調子よく来ているので，いろいろは気にならない。ちょっと気持ちの
























































































































































































































































































































































Nラス T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4
IA2 b y 排泄 失敬 失敬 なし 関わり 関わり 貢献 貢献
KK1 b y 関わり 伝える 伝える 関わり 集中 関わり 関わり 表現
HK1 b y 関わり 関わり 頑固さ 関わり 関わり 関わり
FM2 b y なし 不安定 頑固さ 頑固さ 集中 コントロール 関わり 表現
MY1 b y 不安定 不安定 不安定 不安定 集中 安定 チャレンジ 関わり
MS1 b y 不安定 不安定 不安定 不安定 コントロール コントロール コントロール コントロール
OS1 h y ふざける ふざける 幼さ なし 貢献 関わり 貢献 関わり
SH1 h y 言葉 不安定 不安定 楽しく 関わり 運動 関わり
NR1 h y 食 不安定 なし なし 楽しく 関わり 楽しく 関わり
NY1 h y 片付け 片付け 片付け なし 楽しく 関わり 楽しく 関わり
FMo2h y 排泄 なし ペース 食 楽しく 関わり 楽しく 関わり
MM2 h y 関わり 伝える 関わり 頑固さ 関わり 関わり 関わり 関わり
YH1 h y 関わり 頑固さ 関わり ペース 楽しく 関わり ペース 関わり
KKe1一 y 食 関わり
KY1 一 y 不安定 関わり
KR2 一 y 排泄 関わり
KT1 b Z 言葉 言葉 言葉 言葉 表現 表現 関わり 表現
S日 b Z 関わり 関わり 関わり 不安定 関わり 関わり 楽しく 関わりTS1 b Z 関わり 関わり 関わり なし 排泄 安定 チャレンジ 表現
NA2 b Z 不安定 不安定 不安定 不安定 関わり 安定 安定 関わり
MS2 b Z 不安定 不安定 不器用 不安定 安定 関わり 関わり 関わり
MH1 b Z 幼さ 幼さ 片付け 片付け 関わり 集中 楽しく 関わり
AT1 h Z ふざける ふざける ふざける なし 関わり 関わり 安定 関わり
NRy1h Z 片付け 片付け 片付け 片付け 表現 表現 表現 表現
FS1 h Z なし なし 不安定 なし 楽しく 関わり 安定 関わり
MD1 h Z 不安定 不安定 不安定 不安定 楽しく 関わり チャレンジ 関わり
MSa2h Z 不安定 不安定 関わり 伝える 楽しく 関わり コントロール 関わり
YK1 h Z 関わり 関わり 頑固さ 頑固さ 表現 関わり 貢献 関わり
WR2 h Z 関わり 関わり 関わり なし 楽しく コントロール 貢献 表現
AM2 一 Z 頑固さ 関わり
TK1 一 Z 不器用 チャレンジ
＊IDの最後の数字は，1：男児，2：女児を示す。
　そして，クラス替えが行われると，子どもにとっ
ても，保育者にとっても，再び「新しいクラスになじ
む」ということが課題になる。子どもは，再び新しい
環境への適応が求められた。言い換えれば，子どもは，
移行体験をすることになる。しかし，入園時と異な
るのは，新しいクラスの状況として，3つのパター
ンが存在することである。即ち，担任が変わらなか
った子ども，担任が変わった子ども，新入園の子ども，
である。この中で，担任が変わった子どもの方が新
しいクラスになじみにくかった割合が高かった。こ
のことと同様のことが年少時にも見られている。そ
れは，前年度から満3歳で入園し，再び年少クラス
を経験した子どもである。彼らは，他の子どもより
も1年早くから園生活を経験しているが，クラスに
なじむのに少々時間がかかっている。新しい友だち
と関わるより，前年度同じクラスだった子ども，つ
まり1つ学年が上の年中児と関わっていることが
1学期の始めでは多かった。
　これらのことから，子どもにとって，人的環境が
重要であることがうかがえる。特に，担任保育者の
存在は，クラスになじむ上で大きいことが示唆され
た。高濱（2003）が言うように，子どもたちは，日々
の生活を通して保育者についての理解を広げたり，
深めたりするのであろう。もちろん，仲が良かった
子どもと離れたことによって新しいクラスになじ
みにくかった子どもも存在したのだが，全体的には
保育者の存在が子どもの支えになるように思われた。
　また，年中時の新入園児は，他の子どもの年少入
園児で見られたようなコメントが見られた。即ち，
排泄などの生活習慣や園に「なじむ」ということが
述べられている。保育者の願いにおいても同様で，
関わりを作っていくことが重要であることがうか
がえる。
　こうした年中時のクラス替えによる新しいクラ
スへの適応は，年少時と同様に1学期の間に解決さ
れ，新しいクラスでの新しい友だち関係が築かれて
いった。保育者の視点も同様であり，まず新しいク
ラスになじむことが重要であり，それには新しい友
だち関係が築けるかどうかが大きな意昧を占める
と思われた。
　ところで，クラスには，さまざまな子どもが存在
している。保育者の子どもに対する「気になること」
は，意外と変化がなかった。元々子どもが持ってい
ること，不安定さや関わりに対する問題というもの
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は，なかなか変化が見えにくいものなのかもしれな
い。当たり前のことであるが，子どもの「気になるこ
と」から願うことが生じ，子どもに変化が見られた
場合，子ども個人のことから集団の中の子どものあ
り方といったクラス集団への関与を求めていると
思われた。これらのことからすると，保育者の「子ど
もへの願い」は，子どもからのみ発せられてないよ
うに思われた。それは，時期による保育のねらいが
関係している。まず1学期では，「楽しく」通園する，
っまり園に「なじむ」ということが大前提であるこ
とがわかる。また，排泄など，基本的生活習慣が整っ
ていることも重要である。それらが確立されて初め
て，つまり1学期中盤から2学期になると友だち同士
の関わりが重要になってくる。ここで，クラスの中
の仲間関係が保育として重要になるわけである。そ
して，年中になると，子どもの中には，リーダー的タ
イプが存在し，彼らには，クラスの雰囲気を作り出
したり，新しい遊びをクラスに持ち込むというよう
な役割を求めるようになるのである。
　これらのことから，子どもにとって，幼稚園に通
うことにおいて「クラス」集団というものが単位と
して大きな意味を持っており，そのクラスに属する
ということが大きいのではないかと思われた。ただ
し，入園時より年中時のクラス替え時の方がなじめ
なかった子どもは少なかったが，同じ園に通うので
も，クラスが異なるだけで新たに「なじむ」という意
味がある場合があると思われた。特に，クラスに「な
じむ」には，保育者の存在が大きいことが推測された。
同時に，友だちの存在や本人の気質もクラスになじ
むことに関係すると思われ，これらの組み合わせに
よって，クラスになじんでいくのかが予測できそう
である。
　以上のように，保育者にとっても，子どもにとっ
ても，クラスの枠組みは重要であり，クラスが完成
するまでは，他のクラスの子どもと関わることもあ
るが，徐々にそのクラスの中での関わりが多くなっ
てくる傾向がある。これは，結城（1998）が言うよう
に，「○○組さん」と呼ばれることや，クラス単位で
の活動を通して，徐々に，子どもにとって行動範囲
の枠として存在するものではないかということが
考えられる。
　ただし，これらは，ある1学年を追跡しただけで
あるため，結論を出すには早急すぎると思われる。
他の対象者で検討を行ったり，本研究の対象者をさ
らに縦断的に追跡することも必要であろう。今後の
課題としたい。
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